
「構造塾」特別講座
鳥取県版

「構造計画ガイドライン」（案）



2000年10月6日
鳥取県西部地震

M7.3 最大震度6強

2016年10月21日
鳥取県中部地震

M6.6 最大震度6弱



構造躯体の「倒壊防止」
極めて稀に（数百年に一度程度）発生する地震による力

に対して倒壊、崩壊等しない程度
（例えば東京を想定した場合、気象庁の震度階で震度6強から震度7程度）

構造躯体の「損傷防止」
稀に（数十年に一度程度）発生する地震による力

に対して損傷を生じない程度
（例えば東京を想定した場合、気象庁の震度階で震度5強程度）

耐震等級１（仕様規定）の要求性能

震度5強程度
住み続けることができる

震度6強から7程度
命を守るけど

住み続けることはできない



命を守り
住み続けることのできる性能



コストアップするのでは?



どうしてコストアップするのか?



構造計算は結果は
間取りの問題？

力業の
構造計算

太い梁
ゴツい基礎

自由設計!
という

残念な間取り

設計者の自己満足は「コストアップ」につながる



太い梁になるのは、直下率の悪さ



ゴツい基礎は、基礎区画ができていない

コストUP

構造区画ができない間取り
べた基礎区画ができない

基礎梁（立上り）

スラブ 鉄筋コンクリート構造
①四角形（矩形）のスラブ
②スラブの周囲に梁
③スラブ四隅に柱

四隅に柱

4P×6P以下
（3.64ｍ×5.46ｍ以下）



コストアップ要因は、
「耐震等級３」や「構造計算」ではない!

間取りが問題!!
（構造計算は結果でしか無い）



正しい設計は「コストダウン」につながる

ルールに基づいた
意匠設計

正常な
構造計算

吹抜け
大開口

自由度が増す!

考える順番が
違うんだね!



「構造計画」とは

「構造計画」とは

住宅意匠設計時に行う
構造に関するルールのこと

「構造計画」による意匠設計を行うことで、
構造的に安定しかつ、

経済的な木造住宅が設計可能



鳥取県版
「構造計画ガイドライン」（案）

解説



ガイドラインの目的と適用範囲



構造計画の基本概念



構造計画ルール



構造計画ルール

構造の安定

経済設計
コストダウン



構造計画ルール



絶対ルール:「構造区画」



絶対ルール:「構造区画」



絶対ルール:「構造区画」



絶対ルール:「構造区画」



開口部の位置も決まってくる

開口部

柱8本

絶対ルール:「構造区画」



開口部

柱8本

開口部の位置も決まってくる

絶対ルール:「構造区画」



構造区画を崩さない!

開口部

絶対ルール:「構造区画」



開口部

柱9本

開口部を活かした構造区画も可能

絶対ルール:「構造区画」



構造計画ルール



基本ルール１:「構造区画内部柱」



構造計画ルール



基本ルール２:「耐力壁」



基本ルール２:「耐力壁」



構造計画ルール



基本ルール３:「水平構面」



構造計画ルール



基本ルール４:「基礎」



基本ルール４:「基礎」



構造計画ルール



基本ルール５:「スケルトンインフィル」



基本ルール５:「スケルトンインフィル」



基本ルール５:「スケルトンインフィル」



基本ルール５:「スケルトンインフィル」



「構造計画ガイドライン」
構造の安定と経済設計が可能!

POINT


